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 サキシトキシン(STX)とその類縁体は、強力な電位依存性 Na
+チャネル阻害剤であり、淡水産

藍藻や海産渦鞭毛藻が生産し、二枚貝などに蓄積されて死亡率の高い麻痺性の食中毒を引き起

こす。これまで、淡水産藍藻(Anabaena circinalis, Lyngbya wollei)および海産渦鞭毛藻(Alexandrium 

fundyense, A. minutum)のゲノム中に STX 生合成遺伝子クラスターや相同遺伝子が発見され、STX

の生合成経路が推定された 1-3)。しかし、生合成中間体の同定は完全にはなされていない。そこ

で、存在が推定された生合成中間体の数種を合成し、それを用いて LC-MS の分析条件を確立し、

STX 類縁体を生産する藍藻 Anabaena circinalis 及び渦鞭毛藻 Alexandrium tamarense の培養藻体

中にそれらが存在するのかどうかを調べた。 
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